
愛称は「ジュナナ」。福井県民を対象に
行った公募で決定。SDGsのゴールの数
である「17（じゅうなな）」とロゴマーク
のモチーフである恐竜が繁栄した「ジュ
ラ紀」を掛けて考案されました。 
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広報課が選んだ ふくだいニュース

産 学 官連 携 本 部 発

　本学キャリア支援課が「学内インターンシップ企業研究会in福井大学」を5
月21日（土）、22日（日）に、文京キャンパスで行いました。新型コロナ感染
症の影響により3年ぶりの対面開催となった今回は、福井県内外の152の企業
が午前と午後の部に分かれて出展し、会社概要やインターンシップ情報がブー
スで担当者から紹介されました。 
　就職活動を控える学部3年生と大学院1年生を主としつつ、学部の１、2年
生も参加がＯＫだったことから、延べ約2,700人の学生が参加しました。企業
のことを知りたい、これから将来を考えるために学びたいという学生が企業の
担当者へ熱心に質問していました。 
　参加学生は「実際に対面して聞くと調べただけでは分らない情報が聞けた」
「社会人はどの部署についてもその企業を説明できるよう学ぶ必要があること
がわかった」と話すなど様々な視点で将来を考える機会となりました。

　毎年5月に文京キャンパスで開催される福井大学祭は、2020年、2021年と新
型コロナ感染症の影響で中止となりましたが、今年は5月28日（土）、29日
（日）の2日間、無事開催されました。越前の “越” から名前をとった「越祭（こ
しのさい）」という名称になった大学祭。“開花” をテーマにダンスやアカペラ、
楽器の演奏など、一度しぼんでし
まった大学祭の活気を取り戻したい
という思いでパフォーマンスが披露
されました。学生による模擬店も賑
わい、お茶会、書、写真の展示、
折り紙で制作した恐竜の展示な
ど、晴天に恵まれ３年分の思いが
溢れた大学祭でした。

イベント 1

学内インターンシップ企業研究会を開催 

イベント 2

　本学では、福井県内の不妊に悩む人たちに高度な治療体制を強化する
目的で、福井県による令和3年度不妊治療中核施設整備事業の支援を受
け、高度生殖医療センターを設置しました。 
　本センターでは「くすりや検査はかかりつけ医」、「人工授精や体外受
精・顕微授精は本センターに」を役割分担とした地域医療連携ネットワー
クの構築を目指し、地域完結型の不妊治療の拠点として生殖医療提供体
制のさらなる強化を図ります。 
　5月13日、松岡キャンパスの白翁会ホールで行った開所式で、医学部産
科婦人科学教授の吉田好雄センター長は「地域の医療機関とも連携をし
ながら、福井県の不妊治療の拠点にしていきたい」と話し、上田孝典学長
は「不妊に悩む夫婦の負担軽減の一助になりたい」と挨拶しました。

ＮＥＷＳ

本学医学部に
高度生殖医療センターが開設されました 

武生東高校と
教育研究交流に関する協定を締結 

3年ぶりの開催！
福井大学「越祭（こしのさい）2022」 

トピックス 

センター前でのテープカット センター内を案内する折坂誠副センター長（右）

　福井大学国際地域学部は、福井県立武生東高等学校と教育研究交流協定を6月8日
に締結しました。 
　本協定は教育及び学術研究を推進する上で必要とする分野において、講義・授業及
び共同研究等の実施とこれに伴う学生・生徒、研究者・教員の交流を行うものです。 
　締結式では、岡﨑英一国際地域学部長が「本協定を基盤として高大連携の推進、拡
大を図っていきたい」と話し、福井県立武生東高等学校の入羽弘之校長は「大学の持
つ専門的な知識を理解し、生徒が問題解決に向けた具体的な方策を学び、課題に取り
組んでいく学びの深化を期待している」と挨拶しました。
　本協定により、令和5年度から同学部の授業「課題探求プロジェクト（PBL＝
Project Based Learning ）※」に同高の2年生が参加し、課題の解決に取り組みます。
※国際地域学部の授業「課題探求プロジェクト」は学生が1年次から県の企業や自治体に出向き、ヒアリング調
査から課題を探り、その解決方法の提案や実行に取り組む実践的な学びの科目です。 

雪塊食品貯蔵
スペース

HI-SAC

University of Fukui

Headquarters for Innovative Society-Academia Cooperation

福井大学
産学官
連携本部

　こんにちは！2018年夏号から始まった
このコラムでしたが、残念ながらしばらく
お休みすることになりました。「学章の意
味」をスタートに「アイデアを保護する
権利」、「弁理士という職業」、「特許と
ジェネリック医薬品」、「成果の帰属につ
いて　AIは？」、「大学が創出する知的財
産とブランド」、「ネット上での著作権注
意事項」、「特許の歴史」、「特許の権利
化までの流れと費用」、「老舗の『のれ
ん』と登録商標」、そして前号では「知
的創造サイクル」と、皆さんに知財のよ
もやま話をしてきました。大学のミッショ
ンは知的財産を創出していくことで、そ
の創出した財産を守り活用するのが知的
財産部・技術移転部のミッションです。
今度は、皆さんの創出した知的財産でお
会いできるのを楽しみにしています。 

過去のコラムはこちら ▶

　かつての冷凍倉庫に積まれているのは約180トン
の雪。ここは雪の力で冷やす天然の冷蔵庫「雪
室」。日本では「日本書紀」などに氷室の記録が
残っており、奈良時代には冬の雪や氷を保存し、
春から秋に活用していたとされています。雪室は
1年を通して温度のゆらぎが少なく低温に保たれ、
また相対湿度90％以上の高湿度環境下にありま
す。低温に置かれた食品は冬眠しているかの状態
になり劣化・酸化が抑えられるうえ、食品が乾燥
せずに新鮮さを保ちやすく、不快成分が抑制され
るため食品の風味が向上すると言われています。
さらに冷蔵庫のように機械的な振動や光や温度の
変動の影響を受けにくい状態で保存されるため、
雪室は環境ストレスが少なく、食品の保存に適し
た環境です。 
　本学工学部 建築・都市環境工学科 寺﨑寛章講
師は福井県勝山市にある奥越前かつやま雪室で雪

利用の研究をしています。雪室を一定期間安定的に利用するためには
外気温などの影響による雪の残雪量と室内の温度の関係が重要となり
ます。つまり雪室内に何トンの雪を入れた場合に、室温が何度にな
り、それがいつまで続くのかを予測することにより、雪室内に保存し
た食品の適切な管理に役立ちます。なお、雪１トンの利用を石油で
換算すると約10リットル分、CO₂換算で約30キロ分が削減できると
言われており、雪氷熱エネルギーを利用することは脱炭素化を後押し
します。 
　この研究を通して、雪の利用を促進させることでSDGsにも繋がる
ことが期待されます。 

雪
室
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直交三次元残雪
量予測モデル

　5月に工学部物質・生命化学科の廣垣 和正准教授と本学発ベンチャー企業のサステナテック株式会社 堀 照夫代
表取締役社長（福井大学 産学官連携本部 客員教授）による「無水・CO2無排出染色加工技術の開発」が、
2022年度「ＮＥＤＯ先導研究プログラム／新技術先導研究プログラム」の「エネルギー・環境新技術先導研究プ
ログラム」に採択されました。 
　本事業では、繊維の染色加工における全行程（精練・染色・機能付与）で、水に代わり超臨界二酸化炭素
（scCO₂）を利用する技術を開発します。通常の染色では大量の水を使用しますが、scCO₂による染色（無水・CO₂
無排出染色加工技術）は、圧力容器の中で二酸化炭素を高温、高圧にし、気体でも液体でもない超臨界流体と呼
ばれる状態で繊維を染色します。染色加工の全工程で廃水を出さないため環境負荷の低減と工程の合理化の両面
が期待できます。また、使用したCO₂の回収・再利用により、CO₂排出量を実質ゼロ近くまで削減することを見込
んでいます。 
　この技術の確立に向け、福井大学、サステナテック株式会社を中心に、協力企業10社と京都工芸繊維大学、福
井県工業技術センターが染料や薬剤の開発、衣料用繊維の種 に々対応した染色整理・加工の研究を推進します。 
　世界初の本技術が確立できれば、日本の染色整理産業の基盤強化、国際競争力の再強化が図れ、加えて本技
術の海外展開により、地球環境問題解決への貢献も期待できます。

本学の繊維研究が
2022年度「ＮＥＤＯ先導研究プログラム／
新技術先導研究プログラム」に採択されました 

T�ics

産学官連携本部の
イベント

※詳しくは産学官連携本部のホームページ 
http://www.hisac.u-fukui.ac.jp/ 
でご案内します。 

９月６日（火） 
ＪＳＴ新技術説明会
（オンライン開催） 

10月4日（火）～10月31日（月） 
ＪＳＴイノベーションジャパン

（オンライン開催） 

「水を使わない超臨界流体による染色技術」により、従来技術からエネルギーを45％削減


